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『
竹

斎

』
―
モ
デ
ル
論

へ
の
試
み
―

『竹
斎
」
は
近
世
小
説
史
上
、
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
着
想
の
源
泉
た
る
竹
斎
に
つ
い
て
の
理
解
は
諸
説
様
々
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
竹
斎
が
何
故
に
薮
医
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
東
下
り
の
前
に
彼

を
傍
観
者
に
追
い
や
っ
て
ま
で
京
見
物
を
描
く
意
味
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
更
に
基
本
的
な
疑
間
と
し
て
、
彼
の
名
の

「竹
斎
」
に
由
来
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
当
作
品
で
創
造
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は

叙
上
の
問
題
点
を
考
察
す
る
足
が
か
り
と
し
て

一
つ
の
モ
デ
ル
論
を
提
示
し
た

い
。
本
文
は

「竹
斎
』
諸
本
の
中
で
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
古
活
字
十

一
行
本

に
拠
り
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
。

本
論
に
入
る
前
に
、
作
者
に
つ
い
て
基
本
的
な
資
料
を
確
認
し
て
お
く
。

（傍
点
、
筆
者
。
以
下
同
）

御
典
薬
の
道
三
に
竹
庵
に
さ
か
ひ
の
卜
養
渡
辺
玄
吾
に
は
ぎ
の
春
庵
道
永
道

竹
竹
斎
な
ん
ど
が
　
　
　
（医
者
く
ど
き
木
や
り

「淋
敷
座
之
慰
』
所
収
）

こ
の
歌
謡
で
は
恰
も
実
在
の
人
物
の
様
に
竹
斎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
亦
、

福

田

安

典

誠

製

輩

茉

鮮

鍵

弼

一生
縄

歌
謡
で
竹
斎
の
名
と
同
時
に
そ
の
師
の
名
が
唄
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
「竹
斎
」
と
こ
の
曲
直
瀬
と
は
存
外
、
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「竹
斎
」
と
曲
直
瀬
が
ど
こ
ま
で
深
く
関
わ
る
の
か
、
こ

れ
を
本
稿
の
出
発
点
と
し
た
い
。

一　
知
苦
斎
と
竹
斎

か
雌
癖
ご

竹
斎
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
次
の

『書
言
字
考
」
の
記
載
が
引

知
苦
斎
　
本
朝
警
家
之
謙
稀
。
又
呼
庸
馨
云
爾
。

こ
の
記
述
を
以
て
、
い
か
に
も
当
時
か
ら
庸
医
を

「
竹
斎
」
と
読
ん
で
い
た

か
の
如
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
る
と
次
の
疑
間
点
が
生
じ



Ｚ
り
。

一
、
「書
言
字
考
』
は

「竹
斎
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
。
以
前
の
辞
書
類
に

「
知
苦
斎
」
の
語
が
見
え
ず
、
「竹
斎
」
の
流
行
に
影
響
さ
れ
て
逆
に
こ
の
語

が
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
、
「
ち
く
」
に
つ
い
て

「
知
苦
」
と

「竹
」
と
で
は
表
記
が
異
な
る
。

三
、
記
述
か
ら
見
て
、
医
者
の
謙
称
が
第

一
義
で
あ
り
、
庸
医
は
第
二
義
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
点
を
考
え
る
時
、
「書
言
字
考
」
の
記
載
を
以
て
た
だ
ち
に
竹
斎
を
庸

医
の
別
名
だ
と
す
る
に
は
や
は
り
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
当
然
問
題
と
な
る
の
が

「竹
斎
』
冒
頭
の
登
場
人
物
紹
介
の
記
述
で

あ
る
。

山
城
の
国
に
薮
医
師
の
竹
斎
と
て
、

又
に
ら
み
の
介
と
て
郎
等

一
人
あ
り
。

に
ら
み
の
介
は
明
ら
か
に
先
行
作

「恨
み
の
介
』
の
も
じ
り
で
あ
る
。
又
、
薮

か
ら
の
発
想
で
竹
と
に
ら
み
を
案
出
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
竹
斎
も
何
か
の

語
を
も
じ
っ
て

「竹
の
斎
」
と
命
名
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ

の
竹
斎
の
典
拠
と
し
て
、
先
程
の
既
に
医
者
の
謙
称
と
し
て
存
在
し
て
い
た

「
知
苦
斎
」
な
る
語
を
考
え
て
み
た
い
。

「
竹
斎
』
以
前
に
、
こ
の

「知
苦
斎
」
を
名
乗

っ
た
医
師
が

一
人
い
る
。

（傍
線
、
筆
者
。
以
下
同
）

雖
知
苦
斎
　
啓
迪
集
以
前
之
斎
名
也
。
法
華
文
諸
苦
所
因
貪
欲
為
本
云
々
。

本
此
語
者
也
。
天
正
三
甲
戊
年
十

一
月
十
七
日
参
内
而
被
拝
竜
顔
。
剰

以
啓
迪
集
備
上
覧
。
道
三
行
年
六
十
八
歳
之
時
。
可
救
天
下
萬
民
書
書

之
端
。
苦
字
不
可
然
之
由
有
綸
言
而
賜
翠
竹
之
二
字
。

翁
道
三
家
記
』
武
田
薬
品
工
業
杏
雨
書
屋
蔵
。
以
下

〈杏
雨
〉
と
略

之
。
）

作
者
道
冶
の
師
が
玄
朔

（
二
代
目
道
三
）、
そ
の
初
代
道
三
の
昔
の
斎
名
が

「
雖
知
苦
斎
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
斎
名
は
仏
典
に
拠
っ
た
も
の
で
、
こ
の
名

を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
医
書
は
多
く
、
幕
末
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
他
に

「知

苦
斎
」
を
名
乗
る
医
師
も
見
当
ら
ず
、
「書
言
字
考
」
も
こ
の
道
三
の
斎
名
を

採
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。
道
三
は
勅
命
に
よ
り

「
知
苦
」
を

「竹
」
に
改
め
た
。
竹
斎
を
薮
か
ら
の
発
想
で
、
「
恨
み
の
介
」
を

「
に
ら
み
の
介
」
に
も
じ
っ
た
の
と
同
様
に

「知
苦
」
を

「竹
」
に
も
じ
っ
た

名
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
同
様
の
変
遷
が
既
に
道
三
の
斎
名
に
於
い
て
為
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
同
様
の
変
化
、
及
び

「
ち
く
さ
い
」
と
い
う
特
殊

説

思 ヵ、
』
震

ヾ
鰈

鰐

燿

ダ

聯

一
銚

髭

作 ‐こ
制

往
嘲
雌
騨

の
門
下
生
で
あ
る
。
先
の

「
医
者
く
ど
き
木
や
り
」
に
道
三
と
竹
斎
の
名
が
列

記
さ
れ
る
も
偶
然
で
は
な
く
、
両
者
が
同
時
に
想
起
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
道
三
は
単
に
医
師
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
ば
か
り
で

は
な
く
、
諸
芸
に
通
じ
、
広
い
交
遊
関
係
を
有
し
、
後
述
す
る
が
、
「
醒
睡
笑
」

な
ど
の
咄
本
に
も
そ
の
名
が
散
見
す
る
流
行
の
医
師
で
あ
っ
た
。
寛
文
元
年
の

『
小
児
療
治
集
』
に
は
末
尾
に
伝
記
が
添
え
ら
れ
、
寛
文
期
に
至
っ
て
も
そ
の

行
状
は
衆
人
の
目
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
。
道
冶
は
そ
の
話
題
の
道
三
、
そ
し

て
自
ら
の
師
で
あ
り
、
ま
た
秀
忠
の
御
伽
衆
で
も
あ
膚
午

や
は
り
咄
本
に
そ



の
名
が
見
え
る
玄
朔

（
二
代
目
道
三
）
の
二
人
を
念
頭
に
置
い
て
、
初
代
の
斎

名
を
か
す
め
て

「竹
斎
」
を
作
り
あ
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
こ
の
仮
説
に
従
っ
て
二
人
の
道
三
の
事
蹟
を
重
ね
て
こ
の
作
品
を
見

て
い
き
た
い
。二

　
東
下
り
、
京
見
物
に
つ
い
て

「竹
斎
」
は
京
見
物
、
東
下
り
、
名
古
屋
で
の
薮
治
療
な
ど
個
々
の
咄
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、　
一
見
そ
れ
ら
の
間
に
は
何
の
連
関
性
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
ず
、
そ
の
冒
頭
で

「
国
家
慶
び
長
き
時
と
か
や
」
と
慶
長
に
時
代
が
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
内
容
の
連
関
性
が
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
は
単
に
先
行
作

鬱

魏
蓑
爾
議
が
ダ
囃
一皿
羹

と
い
う
設
定
に
も
実
際
の
慶
長
年
間
の
事
件
を
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

慶
長
十
五
年
、
譲
家
葬
於
嫡
元
鑑
自
退
居
実
。
嘗
随
台
徳
源
君
之
台
駕
移
千

東
武
帝
。
得
恩
喚
甚
渥
。
　
　
　
　
　
「
曲
直
瀬
家
譜
」
玄
朔

〈杏
雨
こ

徳
川
の
招
聘
に
よ
り
玄
朔
が
東
下
り
し
た
の
が
慶
長
十
五
年

（
一
説
に
は
十
三

年
）。
竹
斎
の
東
下
り
の
慶
長
と
い
う
年
代
は
こ
の
玄
朔
の
東
下
り
を
念
頭
に

設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
捉
え
る
な
ら
ば
、
次
の
物
語
の
大

団
円
と
も
う
ま
く
呼
応
し
て
く
る
。

治
め
ざ
る
に
平
か
な
れ
ば
、
民
の
戸
鎖
し
鎖
さ
ざ
り
け
り
ｏ
誠
に
直
な
る
御

代
の
し
る
し
と
か
や
。

こ
の
徳
川
賛
美
も
無
意
味
に
付
け
足
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
徳
川
の
愛
顧
を
持

む
名
医
玄
朔
の
東
下
り
を
薮
医
竹
斎
に
演
じ
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
る
と
、
そ
の

結
語
と
し
て
相
応
し
い
一
節
で
あ
る
。
更
に
同
様
の
視
点
で
東
下
り
前
の
豊
国

社
参
拝
を
見
て
み
る
。

豊
國
大
明
神
に
参
り
て
、
そ
も
／
ヽ
営
社
大
明
神
は
先
の
関
白
秀
吉
公
の
御

霊
跡
な
り
。
今
時
移
り
世
変
じ
て
、
社
頭
大
破
に
及
べ
り
。

こ
の
背
景
に
次
の
玄
朔
の
事
蹟
が
あ
ろ
う
。

初
随
織
田
信
長
及
豊
臣
秀
吉
而
仕
東
照
神
君
台
徳
源
君
。
皆
得
替
顧
。
嘗
随

台
徳
大
君
之
台
駕
来
子
東
武
。
金
城
前
即
賜
大
第
居
之
。
「
曲
直
瀬
家
譜
じ

嘗
て
玄
朔
は
秀
吉
に
仕
え
た
。
し
か
も
秀
次
の
反
乱
の
煽
り
を
受
け
て
説
経
の

小
栗
の
如
く
常
州
の
寒
郷
に
流
さ
れ
る
程
豊
臣
に
近
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
か
ざ

そ
の
玄
朔
が
時
勢
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
は
い
え
、
豊
臣
を
減
ぼ
し
た
徳
川

の
招
聘
に
よ
り
江
戸
へ
と
赴
く
。
徳
川
賛
美
の
前
段
階
に
荒
廃
し
た
豊
国
社
の

前
で

「今
時
移
り
世
変
じ
て
」
と
感
慨
に
耽
る
竹
斎
、
そ
の
姿
に
東
下
り
前
の

複
雑
な
玄
朔
の
姿
が
髪
髯
と
し
よ
う
。

こ
の
東
下
り
の
一
連
は
い
み
じ
く
も
玄
朔
の
東
下
り
と
照
応
す
る
。
そ
し
て

時
代
も
同
じ
く
慶
長
で
あ
る
。
竹
斎
は
玄
朔
と
い
う
作
者
の
師
の
行
動
を
パ
ロ

デ
ィ
と
し
て
演
じ
る
庸
医
と
し
て
想
定
さ
れ
て
描
か
れ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の

モ
デ
ル
論
に
よ
っ
て
立
て
ば
、
こ
れ
ま
で
連
関
性
が
な
く
思
わ
れ
て
き
た
こ
の

作
品
に
、　
一
つ
の
連
関
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に

竹
斎
を
傍
観
者
に
追
い
や
っ
て
ま
で
記
さ
れ
る
上
巻
の
京
見
物
を
、
そ
の
断
絶



が
甚
し
く
思
わ
れ
る
下
巻
の
薮
治
療
と
の
連
関
性
と
い
う
視
点
で
考
察
し
た
い
。

あ
る
時
、
天
下
の
碁
打
本
因
坊
と
参
会
あ
り
し
時
、
紹
巴
口
中
に
て
連
歌
を

吟
ず
る
。

ま
ず
本
因
坊
と
紹
巴
の
逸
話
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
逸
話
を
記
す
意
味
、
「あ

る
時
」
や

「参
会
」
が
ど
の
よ
う
な
場
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
碁
打
の
本

因
坊
と
連
歌
師
の
紹
巴
と
医
師
竹
斎
と
で
は
全
く
没
交
渉
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
竹
斎
を
玄
朔
に
置
き
換
え
て
み
る
。
玄
朔
と
紹
巴
は
度
々
連
歌
の
座
に
同
座

し
た
。
例
え
ば
慶
長
六
年
正
月
二
十
六
日
の

「何
松
連
歌
」
で
は
紹
巴
が
発
句
、

挙
句
が
玄
朔
で
あ
り
、
玄
朔
は
紹
巴
、
昌
叱
の
十
二
句
に
次
ぐ
九
句
を
も
採
ら

震

縦
］
ざ
行

郭

鯉

げ

聾
鞣

舞

動
時
な
制
に
ど

め
た
の
は
慶
長
五
、
六
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
連
歌
に
つ
い
て
、
曲
直
瀬
家
に
伝

わ
っ
た
家
書
の
目
録

『今
大
路
家
書
目
録
』
を
繕
く
と
次
の
記
述
が
あ
る
。

連
歌
無
言
抄
　
一二
冊
。
書
本
。
本
因
坊
献
上
。
跛
此
無
言
抄
之
外
題
ハ
被
染

勅
筆
ト
ア
リ
。

慶
長
四
年
也
。

こ
の

『無
言
抄
』
は
、
次
の
奥
書
を
持
つ
紹
巴
の
関
係
す
る
連
歌
書
で
あ
る
。

此
無
言
抄
之
外
題
者
被
染
勅
筆
丼
大
覚
寺
殿
二
品
親
王
御
奥
書
也
。　
一
読
之

次
上
人
依
所
望
記
之
而
巳
。
慶
長
四
年
神
無
月
上
旬
　
法
眼
紹
巴
印
判

こ
の
連
歌
書
を
本
因
坊
が
曲
直
瀬
家
に
献
上
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
慶
長
四
年
、

玄
朔
と
紹
巴
が
懇
意
に
な
る
直
前
で
あ
る
。
両
者
の
連
歌
の
同
座
に
あ
た
り
、

本
因
坊
が
多
少
の
働
き
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
曲
直
瀬
で
は
、

連
歌
と
い
え
ば
紹
巴
と
本
因
坊
の
二
者
の
名
が
出
る
の
が
自
然
な
雰
囲
気
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
局
面
で
も
や
は
り
玄
朔
の
事
蹟
を
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
そ
の
逸
話
の
語
ら
れ
る
場
や
意
味
を
理
解
で
き
る
。

同
様
に
上
巻
に
見
え
る
能
や
蹴
鞠
等
の
諸
文
化
人
達
も
、
金
春
や
飛
鳥
井
な

ど
そ
の
数
人
は
曲
直
瀬
の
診
断
書

『医
学
天
正
記
』
に
名
が
記
さ
れ
、
ま
た
道

三
が
御
伽
衆
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
す
と
、
全
て
道
三
と
交
流
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
人
物
達
で
あ
る
。
こ
の
京
見
物
を
例
え
ば

『鹿
苑
日
録
」
に

「次
到
道
三
宅
、
銭
東
國
行
。
不
面
而
帰
実
。
踏
篭
二
足
為
餞
別
。
」
と
記
さ
れ

る
よ
う
な
玄
朔
の
東
下
り
前
の
知
己
と
の
惜
別
の
パ
ロ
デ
ィ
だ
と
考
え
た
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
冒
頭
の
時
代
設
定
、
豊
国
社
参
詣
、
最
後
の
徳
川
賛
美
と
も

連
関
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
筋
と
し
て
も
不
自
然
さ
は
な
い
。
そ
し
て
竹
斎

が
か
か
る
曲
直
瀬
の
交
遊
の
場
、
及
び
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
教
養
あ
る
逸
話
を
、

単
に
眺
め
る
の
み
の
形
で
描
か
れ
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
竹
斎
を
名
医
曲
直

瀬
に
対
時
さ
せ
、
そ
の
栄
耀
を
冷
や
や
か
に
嫉
む
貧
苦
の
薮
医
と
し
て
印
象
づ

け
る
為
に
は
、
こ
の
上
巻
の
各
局
面
は
い
ず
れ
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
竹

斎
に
曲
直
瀬
の
パ
ロ
デ
ィ
を
演
じ
さ
せ
る
為
に
は
、
い
き
な
り
薮
治
療
か
ら
始

ま
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い
。
竹
斎
の

「
薮
」
は
あ
く
ま
で
も
名
医
曲
直
瀬
に

対
し
て
の

「薮
」
で
あ
り
、
初
代
道
三
の
斎
名
を
持
つ
竹
斎
が
曲
直
瀬
の
栄
燿

を
嫉
む

「
に
ら
み
の
介
」
を
連
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
初
め
に
描
か
な
け
れ

ば
、
「
薮
」
治
療
の
咄
は
描
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
引
き

続
き
後
半
の
薮
治
療
を
見
て
み
た
い
。



〓
一　
名
古
屋
で
の
治
療
に
つ
い
て

ま
ず
薮
治
療
の
地
と
し
て
選
ば
れ
た
名
古
屋
、
こ
の
地
と
曲
直
瀬
と
の
関
わ
り

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

文
禄
元
年
壬
辰
。
倍
侍
秀
吉
干
高
麗
陣
中
。
而
先
登
之
士
自
朝
鮮
梱
載
之
秘

籍
萬
巻
。
其
間
得

一
深
手
書
之
啓
迪
集
丼
拙
庵
壺
印
。
秀
吉
奇
之
。
乃
賜
之

玄
朔
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
曲
直
瀬
家
譜
』
玄
朔
）

玄
朔
は
秀
吉
に
従
い
九
州
の
名
護
屋
に
赴
き
、
そ
の
折
に
初
代
道
三
の
自
筆
書

と
拙
庵
の
印
を
入
手
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
が
曲
直
瀬
で
は
伝
説
と
し
て
語
り

継
が
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の

「家
什
目
録
」
翁
今
大
路
家
記
』
〈杏
雨
こ

の

記
述
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

拙
庵
印
　
一
箇
。
文
禄
元
年
陪
従
秀
吉
公
干
肥
之
名
護
屋
之
時
、
賜
正
紹
日
、

自
今
以
是
欲
調
薬
護
封
之
印
。
正
紹
謝
命
之
辱
退
。

い
み
じ
く
も
名
古
屋
は
こ
の
玄
朔
の
名
誉
の
地
の
名
護
屋
と
対
照
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
曲
直
瀬
の
伝
説
の
地
を
薮
治
療
の
地
に
と
り
な
し
て
、
先
の
東
下
り

と
同
想
の
滑
稽
味
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
荒
唐
無
稽
と
も
思
え
る
薮
治
療
の
羅
列
に
も
同
想
の
滑
稽
味
が
見
出

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
順
を
追
っ
て
曲
直
瀬
流
と
対
照
し
て
み
る
。

ま
ず
灌
の
治
療
で
は
、
初
め
に
脈
を
取
り
、
次
い
で
症
状
を
問
う
問
診
を
滑

稽
に
描
く
が
、
こ
れ
が
意
外
に
も
次
の
曲
直
瀬
の
家
訓

（『切
紙
』
冒
頭

・
五

十
七
ヶ
条
）
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一　
察
鮮
詠
證
而
可
レ
定
レ
病
名
ヲ事
。

一　
可
レ
暉
ヌ
四
知

（筆
者
注
、
色
を
望
ん
で
病
を
知
る
神
、
声
を
聞
い
て

病
を
知
る
聖
、
証
を
問
う
て
病
を
知
る
功
、
脈
を
診
て
病
を
知
る
巧
）
之

術
一事

更
に
そ
の
具
体
的
治
療
と
し
て
、
古
畳
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の

『
醒
睡
笑
」
に
も

載
る
薮
治
療
を
記
す
が
、
こ
れ
も

「節
二
飲
食
↓
、
避
ン
風
寒
一、
遠
ン
レ
ぐ

房
労
ヲ

・、
無
二
不
レ
愈
者
こ

（『啓
迪
集
」
療
疾
門
）
と
い
う
曲
直
瀬
流
と
照
ら
し
て

み
る
と
荒
唐
無
稽
と
は
言
え
な
い
。　
一
応
は
曲
直
瀬
流
に
適
っ
て
い
る
の
で
あ

２一
。次
に
限
に
銑
層
が
入
っ
た
鍛
冶
を
磁
石
で
治
す
。

竹
斎
眼
を
見
る
よ
り
も
、
心
得
た
り
と
言
ふ
ま
ま
に
、
何
か
は
知
ら
ず
黒
焼

を
巾
着
よ
り
も
取
出
し
、
続
飯
に
押
し
混
ぜ
紙
に
塗
り
、

狂
言

『磁
石
」
を
使
っ
た
と
さ
れ

か
）荒
唐
無
稽
な
治
療
に
思
え
る
が
、
こ
れ

も
次
の

「金
創
秘
伝
』
（浅
見
桐
斎
、
天
正
六
年
）
の
記
述
と
照
ら
し
て
み
る

と
金
塘
の
治
療
法
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

右
等
分
二
細
末
シ
テ
。
ソ
ク
飯
ヲ
押
合
テ
疵
ノ
ロ
ニ
付
テ
。
上
ニ
ハ
青
木
葉

ヲ
敷
テ
其
上
二
置
テ
黒
焼
ニ
シ
テ
米
酢
ニ
テ
ネ
リ
テ
疵
ノ
ロ
ヱ
可
入
。
ネ
フ

り
／
ヽ
入
タ
ラ
ハ
。
ウ
ス
ソ
ク
イ

ゝ
瓜
賞
二
丸
メ
可
指
。
鉄
ノ
矢
ノ
根
ナ
ラ

ハ
。
磁
石
ヲ
コ
ソ
ケ
テ
付
薬
二
加
ヘ
シ
。

こ
の
金
着
の
治
療
法
を
眼
病
に
転
じ
さ
せ
た
の
が
竹
斎
の
薮
治
療
な
の
で
あ
る
。



つ
ま
り
竹
斎
の
治
療
は
荒
唐
無
稽
な
根
も
葉
も
な
い
も
の
で
は
な
く
、
正
当
な

治
療
を
踏
ま
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
正
統
を
わ
ざ
と
誤
ま
ら
せ
た
所
に

「
薮
」
の
意
味
や
滑
稽
味
を
持
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
曲
直
瀬
で

は

「如
鏃
不
出
、
鼠
肝
塗
之

（鼠
脳
亦
佳
）
即
出
。」
（『啓
建
集
』
損
傷
門
）

と
磁
石
を
用
い
な
い
。
誤
り
な
が
ら
も
先
の
種
の
治
療
で
は
曲
直
瀬
流
、
こ
こ

で
は
他
流
に
従
う
と
い
っ
た
形
で
結
果
的
に
曲
直
瀬
の
落
ち
こ
ぼ
れ
と
し
て
竹

斎
を
描
き
、
先
の
東
下
り
と
同
想
の
滑
稽
味
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
し
か
も

『
醒
睡
笑
」
に
も
載
る
既
成
の
笑
話
や
狂
言

「磁
石
』
等
を
う
ま
く
填
め
込
ん

で
描
い
た
点
に
作
者
の
功
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に

「竹
斎
」
で
は
、
医
書
揃
え
が
記
さ
れ
る
。

読
み
置
く
医
書
は
ど
れ
／
ヽ
ぞ
。
先

一
番
に
大
成
論
、
泳
経
、
能
毒
、
運
気

論
、
序
例
、
難
経
、
回
春
や
医
学
正
伝
。
或
間
に
素
問
霊
桓
、
諸
本
草
、
医

林
集
要
、
源
流
ま
で
風
の
吹
く
夜
も
吹
か
ぬ
夜
も
雨
の
降
る
夜
も
降
ら
ぬ
夜

も
、
灯
し
火
の
も
と
に
限
を
晒
し
、
か
た
の
ご
と
く
学
問
を
努
め
た
り

こ
の
医
書
揃
え
は
、
当
時
の
当
り
前
の
医
書
の
羅
列
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
医
書
揃
え
は
立
派
す
ぎ
る
。
例
え
ば
後
の
好
物
揃
え
の

「
川
瀬

の
九
焼
き
」
な
ど
と
同
様
に
、
荒
唐
無
稽
な
書
名
を
織
り
込
む
こ
と
が
で
き
た

筈
で
あ
る
。
竹
斎
を
薮
医
と
し
て
描
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
立
派
す
ぎ
る
医
書

揃
え
は
そ
の
目
的
と
乖
離
し
て
い
よ
う
。
こ
の
医
書
揃
え
を
読
む
と
傍
点
部
の

二
点
が
気
に
か
か
る
。

一
、
中
国
の
医
書
が
並
ぶ
中
に
唯

一
本
邦
の
医
書

『能
毒
』
が
あ
る
。
著
者

は
勿
論
、
本
稿
で
俎
上
に
乗
せ
て
い
る
曲
直
瀬
道
三
で
あ
る
。

二
、
「
型
の
如
く
」
と
記
す
。
こ
の
医
書
揃
え
に
は
拠
る
べ
き
何
か
の

「
型
」

の
存
在
を
思
わ
せ
る
。

以
上
の
二
点
を
考
え
る
と
、
そ
の

「
型
」
は
や
は
り
曲
直
瀬
の
中
に
求
め
る
べ

き
で
あ
ろ
つヽ
。

道
三
在
洛
之
講
釈
之
記

難
経
　
全
九
集
Ｌ
侵
　
本
草
序
例
　
大
成
論

病
指
南
　
和
剤
指
南
　
医
学
源
流
　
運
気
論

十
五
巻
　
切
紙
四
十
通
　
察

新
本
草
古
文
序
　
丑
時
　
明

堂
灸
通
　
日
用
薬
性
能
毒
　
明
番
雑
著
　
正
伝
或
問
　
桂
真
人
詠
訣
古

（以
下
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「営
流
宜
學
之
目
録
』
〈杏
雨
と

こ
の
道
三
の
講
釈
し
た
書
と
、
「啓
迪
集
」
末
尾
の
引
用
書
目
を
合
わ
せ
る
と

ほ
ぼ

『竹
斎
』
の
医
書
揃
え
と
重
な
る
。
恐
ら
く
道
冶
は
自
身
の
受
講
経
験
を

活
か
し
て
こ
の
医
書
揃
え
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
滑
稽
性
を
二

の
次
に
し
て
竹
斎
を
道
三
の
講
釈
を
受
け
た
人
物
と
し
て
描
き
た
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
気
づ
か
せ
る
為
に
、
「型
の
如
く
」
や

「能
毒
」
な
ど
と
殊
更

に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
竹
斎
を
道
三
の
講
釈
を
受
け
た
人
物
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
講
釈
を
受
け
た
筈
の
竹
斎
が
次
の
落
馬
の
治
療
で
は

「宇
治
頼
政
』
の
謡
本
を
医
書
だ
と
偽
り
治
療
す
る
。

此
書
書
の
講
釈
は

（中
略
）
讐
書
に
外
る
ヽ
療
治
を
ば
此
竹
斎
は
せ
ぬ
と
言

ふ
。
あ
た
り
の
人
々
横
手
を
は
た
と

（写
本
、
へ
た
と
）
打
ち
、
あ
れ
程
物

知
り
の
竹
斎
な
れ
ば
療
治
に
疎
か
は
あ
ら
じ
と
言
ふ
。

ま
さ
し
く
道
三
を
気
取
っ
て
医
書

（謡
本
）
を
証
左
に

「講
釈
」
を
す
る
。
医



書
揃
え
は
単
に
街
学
的
に
記
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
場
面
の
布
石
で
あ
っ

た
。
竹
斎
が
道
三
の
講
釈
の
経
験
者
で
あ
る
為
に
、
こ
の
謡
本
に
よ
る
猿
ま
ね

の
薮
講
釈
、
衆
人
の
絶
賛
と
い
う
滑
稽
味
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

道
三
の
講
釈
と
い
え
ば
、
か
の
近
松
門
左
衛
門
の
弟
、
岡
本

一
抱
が
次
の
様

に
記
し
て
い
る
。

医
書
大
全
ノ
病
論
ヲ
ノ
ミ
抜
集
テ
如
レ
此
耕
舌
ス
ル
コ
ト
ハ
、
何
ノ
代
ヨ
リ

シ
テ
何
レ
ノ
人
ノ
致
シ
初
タ
ル
コ
ト
難
レ
知
。
或
人
曰
ク
故
道
三
ノ
作
ナ
リ

ト
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
医
学
講
談
発
端
弁
」
元
禄
十
三
年
）

此
重
刊
證
類
本
草
ノ
序
ヲ
、
本
朝
ノ
天
正
十
年
二
道
三
先
生
始
メ
テ
講
セ
リ
。

（　
同
　
）

道
三
の
講
釈
は
そ
の
先
駆
者
と
し
て
評
価
さ
れ
、
後
々
ま
で
人
口
に
檜
久
す
る

程
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
医
人
の
み
に
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
咄

本

『戯
言
養
気
集
』
上
に
次
の
紹
巴
と
の
逸
話
が
載
る
。

古
道
三

一
漢
、
医
書
講
釈
、
聴
間
の
人
、
毎
朝
百
人
計
有
。
其
中
に
年
頃
十

五
六
七
八
な
る
人
多
か
り
し
を
、
紹
巴
法
橋
見
給
ひ
て
、
涙
ぐ
ま
せ
給
ふ
事

し
ば
し
あ
り
ぬ
。
（中
略
）
翠
竹
院
興
を
さ
ま
ひ
て
、
其
方
の
芸
を
う
ら
山

し
く
存
ず
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
そ
も
じ
程
の
連
歌
に
て
さ
へ
、
人
を
し
殺
ひ

た
と
云
さ
た
は
な
い
ほ
ど
に
。

誇
張
も
あ
ろ
う
が
、
毎
朝
百
人
も
の
若
人
を
集
め
た
道
三
の
講
釈
は
、
医
人

の
み
な
ら
ず
当
時
の
文
化
人
の
関
心
を
も
集
め
た
。
竹
斎
の
薮
治
療
が
曲
直
瀬

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
為
に
は
、
こ
の
薮
講
釈
は
必
ず
描
か
ね
ば
な
ら
な
い

局
面
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
次
の
療
の
治
療
も
同
想
の
描
き
方
で
あ
る
。

竹
斎
薬
を
与
へ
け
る
。
ま
づ
好
物
を
書
い
て
や
る
。

一
、
鳶
の
焼
物
、
雀
の
酢
、
烏
の
味
噌
漬
、
牛
房
の
九
焼
、
鷹
の
塩
漬
、

ず
の
焼
鳥
、
業
の
焼
鳥
、
鯨
の
煮
物
、
夜
鷹
の
油
揚
げ
、
鵞
の
酢
入
り
、

頻
の
丸
焼
き
、
き
じ
の
酢
。

好
禁
物
を
記
す
の
は
医
書
の
常
套
で
は
あ
る
が
、
竹
斎
の
言
う
好
物
は
出
鱈
目

で
結
局
は
治
療
に
失
敗
す
る
。
こ
の
好
物
の
殆
ど
が
肉
類
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
て
、
次
の
曲
直
瀬
の
治
療
法
と
照
ら
し
て
み
る
。

ｏ
塘
瘍
湿
獅
、

之
。

曲
直
瀬
流
で
は
肉
類
の
塩
漬
け
等
全
て
禁
じ
て
い
る
。
竹
斎
は
全
く
そ
の
逆
を

行
う
が
、
こ
れ
も
そ
の
薮
加
減
を
強
調
す
る
為
に
殊
更
に
肉
類
を
列
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
描
き
方
及
び
謡
本

「西
行
桜
」
を
用
い
て
の
薮
講
釈
も
、
前

の
医
書
揃
え
、
落
馬
の
治
療
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
全
く
同
想
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
曲
直
瀬
の
落
ち
こ
ぼ
れ
と
し
て
強
調
さ
れ
た
結
果
が
次
の
局
面

を
導
き
出
す
。

又
さ
る
人
の
患
ひ
に
竹
斎
薬
を
与
へ
け
る
。
少
し
じ
る
し
も
見
え
け
れ
ば
み

な
／
ヽ
申
け
る
や
う
は

「あ
の
竹
斎
づ
れ
に
か
ヽ
り
つ
ヽ
後
の
患
ひ
い
か
が

〈飲
食
　
居
虎
〉
之
忌
戒

灸
博
、
煎
炒
、
醜
蔵
、
法
酒
、
肥
牛
羊
鶏
鶴
虫
魚
類
、
宜
レ
禁
レ

翁
啓
迪
集
』
癒
瘍
門
） り‖ も



せ
ん
。
よ
き
薬
師
に
か
ゝ
れ
。
」
と
て
法
印
法
眼
呼
び
集
め
、
脈
を
こ
そ
は

と
ら
れ
け
る
。
初
め
よ
り
竹
斎
は
病
者
の
そ
ば
に
お
り
け
る
が
、
法
印
見
舞

ひ
と
聞
く
よ
り
も
、
貧
な
る
薬
師
の
浅
ま
し
さ
は
成
り
は
見
苦
し

ヽ
、
急
ぎ

立
ち
退
か
ん
と
や
思
ひ
け
ん
。
（中
略
）
戸
板
障
子
に
け
つ
ま
づ
き
、
前
後

不
覚
に
慌
て
つ
ヽ
大
庭
さ
し
て
逃
げ
に
け
り
。

傍
線
部
の
様
に
効
験
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
法
印
法
眼
に
鞍
替
え
さ
れ
る
。

本
来
な
ら
怒
っ
て
然
る
べ
き
竹
斎
が
な
ぜ
か
大
慌
て
で
逃
げ
帰
る
。
竹
斎
は
何

故
に
法
印
法
眼

（整
版
で
は
典
薬
）
と
対
面
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の

か
。
こ
こ
で
思
い
当
た
る
の
が
先
の

「御
典
薬
の
道
三
に
…
…
竹
斎
な
ん
ど

が
」
と
い
う
当
時
の
認
識
で
あ
る
。
当
時
の
二
人
の
道
三
の
官
職
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

道
三
　
天
正
十

一
年
十

一
月
十

一
日
法
眼
宣
旨

慶
長
十
三
年
　
四
月
　
四
日
法
印
宣
旨

玄
朔
　
天
正
　
十
年
　
一二
月
十
三
日
法
眼
宣
旨

天
正
十
四
年
十
二
月
　
一
一日
法
印
宣
旨

親
純
　
天
正
　
廿
年
　
一
一月
廿
八
日
典
薬
助
宣
旨

傘
今
大
路
家
記
』
勅
賜
目
録

〈杏
雨
こ

つ
ま
り
竹
斎
は
こ
こ
で
師
の
曲
直
瀬
の
面
々
と
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
落
ち
こ

ぼ
れ
と
し
て
描
か
れ
た
竹
斎
が
大
慌
て
で
逃
げ
去
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

以
上
の
薮
治
療
、
医
書
揃
え
、
薮
講
釈
、
法
印
法
眼
と
の
遭
遇
は
、
い
ず
れ

も
竹
斎
が
曲
直
瀬
の
落
ち
こ
ぼ
れ
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
滑
稽
性
を
共
有

し
て
い
る
。
曲
直
瀬
流
の
誤
用
、
猿
ま
ね
の
講
釈
、
曲
直
瀬
と
の
道
遇
に
際
し

て
の
周
章
狼
狽
、
こ
の
何
の
脈
絡
も
な
く
思
わ
れ
た
各
場
面
は
曲
直
瀬
を
軸
に

す
る
と

一
つ
の
物
語
性
を
有
し
て
、
先
章
の
東
下
り
と
も
連
関
し
て
く
る
。
結

論
を
急
ぐ
前
に
同
じ
観
点
で
竹
斎
の
奥
の
手
、
膏
薬
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

膏
薬
に
よ
る
薮
治
療
は
全
編
の
中
で
も
特
に
目
を
惹
く
滑
稽
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
井
戸
に
落
ち
た
子
供
を
膏
薬
で
吸
い
上
げ
よ
う
と
し
て
溺
死
さ
せ
る
咄
な

ど
は
、
荒
唐
無
稽
の
最
た
る
も
の
に
思
え
る
。
し
か
し
、
道
三
自
筆
の
膏
薬
秘

伝
書

「瑠
璃
宝
蔵
記
」
父
杏
雨
こ

に
次
の
興
味
深
い
膏
薬
の
記
述
が
あ
る
。

膏
薬
秘
方
　
阿
蘭
陀
流
無
双
之
妙
膏
ナ
リ
。

柳
河
内
ノ
守
正
成
卿
累
代
之
秘
伝
千
金
巣
伝
之
良
薬
也
。

膏
薬
　
此
膏
ハ
天
下
ノ
妙
膏
大
秘
方
也
。
楠
従
三
位
河
内
守
橘
正
成
卿
累
代

相
伝
ノ
秘
剤
也
。
於
和
州
十
津
川
、
柳
正
統
次
郎
左
衛
門
尉
、
正
盛

（注
、
初
代
道
三
）
二
授
伝
。
正
成
朝
臣
銘
ヲ
偶
砧
膏
瑠
璃
膏
卜
称
シ

給
。
以
是
膏
令
療
二
一
切
ノ
腫
物
悪
療
金
着
悉
無
不
愈
也
。

焉
硝
膏
　
膿
ヲ
ス
イ
、
シ
シ
ヲ
上
、
能
念
ス
也
。

阿
蘭
陀
流
、
補
正
成
伝
来
と
怪
し
げ
に
権
威
づ
け
ら
れ
、
初
代
道
三
に
直
伝
さ

れ
た
大
秘
方
で
あ
っ
た
。　
一
切
の
腫
物
悉
く
念
え
な
い
も
の
は
な
い
と
さ
れ
る
。

万
能
の
妙
膏
で
、
よ
く

「
シ
シ
ヲ
上
」
と
記
さ
れ
る
。
作
者
は
こ
の
秘
方
の
噂

を
聞
き
、
「
シ
シ
ヲ
上
」
を
肉
を
吸
い
上
げ
る
と
俳
諾
的
に
取
り
な
し
た
万
能

の
膏
薬
を
竹
斎
に
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
子
供
の
肉
体
を
吸

い
上
げ
る
為
に
膏
薬
の
万
能
性
を
頼
む
竹
斎
の
滑
稽
さ
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

こ
の
子
供
を
吸
い
上
げ
る
咄
に
先
立
っ
て
、
次
の
妊
婦
が
喉
に
青
梅
を
詰
ま
ら

せ
る
咄
が
記
さ
れ
て
い
る
。

巾
着
よ
り
も
磁
石
を
取
出
し
、
ひ
た
回
し
に
回
し
け
れ
ど
も
出
ざ
れ
ば
、

「
心
得
た
り
」
と
云
ま

ヽ
に
吸
い
膏
薬
を
取
出
し
、
ロ
ヘ
ヘ
た
と
貼
り
に
け



り
。
梅
は
さ
う
な
く
出
た
り
け
り
。

前
に
鍛
冶
で
成
功
し
た
磁
石
を
ま
ず
用
い
る
が
、
今
度
は
効
果
が
な
い
。
そ
こ

で
奥
の
手
と
し
て
曲
直
瀬
秘
伝
の
膏
薬
を
取
り
出
し
治
療
に
成
功
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
彼
が
曲
直
瀬
流
の
名
手
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
ま
で
の

竹
斎
像
に
反
し
て
し
ま
う
。
作
者
は
次
の
局
面
を
付
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

良
き
膏
薬
の
手
柄
に
は
、
目
と
鼻

一
所
へ
吸
い
寄
せ
目
の
玉
二
三
寸
吸
い
上

ぐ
る
。
で
」
は
い
か
に
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
竹
斎
申
け
る
や
う
は

「
梅
の
療

治
は
心
得
た
り
。
目
鼻
の
事
は
知
ら
ぬ
」
と
言
ふ
。

竹
斎
の
失
敗
を
描
か
な
け
れ
ば
こ
の
作
品
の
滑
稽
性
は
生
ま
れ
な
い
が
、
直
前

の
青
梅
の
治
療
と
こ
の
局
面
と
で
は
微
妙
な
断
絶
が
あ
ろ
う
。
強
引
に
失
敗
さ

せ
よ
う
と
す
る
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
竹
斎
が

「梅
の
療
治
は
心
得
た
り
。

日
鼻
の
事
は
知
ら
ぬ
。
」
と
哺
く
の
も
当
然
で
あ
る
。
こ
の
一一一口
い
掛
か
り
に
近

い
不
自
然
な
付
会
は
、
手
慣
れ
ぬ
作
者
が
馬
脚
を
顕
わ
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。
或
い
は
何
ら
か
を
踏
ま
え
た
意
図
的
な
付
会
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

孫
仙
少
女
膏
　
黄
栢
皮
．子
　
土
瓜
根
・子
　
大
棗
≡
　
右
同
研
細
．，
テ
　
為
レ

膏
。
常
二
早
起
キ
化
”
湯
二
洗
レ
面
ラ
。
用
コト
旬
日
。
容
如
二
少
女
・ノ以
テ
治
。

浴
尤
為
二神
妙
・卜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『啓
迪
集
』
整
容
門
）

曲
直
瀬
の
整
容
法
は
や
は
り
膏
を
使
う
。
竹
斎
の
女
の
顔
を
変
形
さ
せ
る
失
敗

は
、
こ
の
治
療
法
の
誇
張
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
曲
直
瀬
の
種
々
の
膏
を
混
同

さ
せ
て
、
結
局
竹
斎
を
曲
直
瀬
の
落
ち
こ
ぼ
れ
と
し
て
描
き
、
滑
稽
性
を
持
た

せ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
傍
線
部

「良
き
膏
薬
の
手
柄
に
は
」
の
皮

肉
な
行
間
が
看
て
取
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
竹
斎
の
療
治
は
、
ま
ず
そ
の
地
の
名
古
屋
が
曲
直
瀬
で
語
り
継
が

れ
る
名
護
屋
を
利
か
せ
た
も
の
、
薮
講
釈
も
当
時
評
判
の
道
三
の
講
釈
の
猿
ま

ね
で
あ
り
、
薮
治
療
も
そ
の
大
半
が
門
人
な
ら
誰
も
が
知
る

「啓
迪
集
』
等
の

曲
直
瀬
流
に
そ
の
原
型
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
誤
用
や
誇

張
に
よ
っ
て
滑
稽
味
が
生
じ
て
い
る
。
や
は
り
曲
直
瀬
流
を
修
学
し
た
作
者
を

し
て
、
初
め
て
描
く
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
場
面
で
あ
る
。
そ
の
滑
稽
性
は
曲

直
瀬
流
を
知
ら
な
く
と
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
細
部
に
互
る
作
者
の
狙
い
は
曲
直

瀬
の
パ
ロ
デ
ィ
を
演
じ
さ
せ
る
点
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
前
半
の
東
下
り
と
も
連

関
し
て
こ
の
作
品
の
基
本
的
な
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
。

四
　
道
三
咄
の
流
行

で
は
、
竹
斎
が
曲
直
瀬
の
パ
ロ
デ
ィ
を
演
じ
る
薮
医
だ
と
し
て
も
、
そ
の
滑

稽
性
が
理
解
で
き
る
読
者
は
い
か
な
る
人
達
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
曲
直
瀬

を
知
る
医
師
達
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
読
者
の
問
題
を
論
じ
る
前

に
、
咄
本
に
散
見
す
る
初
代
、
二
代
の
道
三
の
咄

（本
稿
で
は
、
「道
三
咄
」

と
呼
ぶ
）
の
流
行
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

医
師
道
三

一
漢

へ
、
顔
色
衰
へ
た
る
人
来
て
、
御
無
心
の
事
に
候
へ
と
も
、

気
根
の
落
つ
る
薬
を
た
ん
と
下
さ
れ
候
や
う
に
と
申
け
る
時
、
道
三
聞
給
ふ

て

「
こ
れ
ハ
さ
て
珍
し
き
所
望
で
あ
り
や
る
。
見
か
け
と
ハ
は
ら
り
と
違
ふ

た
義
を
承
る
。
」
と
仰
ら
れ
し
か
ば

「
い
や
我
等
の
用
に
て
は
御
座
な
ひ
。

女
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
く
存
候
。
」
と
申
た
れ
ば
、
「
何
方
も
左
様
に
あ
る



や
。
」
と
大
笑
ひ
に
な
つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『戯
言
養
気
集
』
下

こ
の
咄
は

「醒
睡
笑
」
巻
六
や

「昨
日
は
今
日
の
物
語
」
下
巻
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
道
三
咄
の
特
徴
は
そ
の
錯
綜
性
に
あ
る
。
こ
の
咄
は

「
醒
睡
笑
」
で

は
無
名
の
医
師
、
「昨
日
は
今
日
の
物
語
」
に
至
っ
て
は
道
三
と
覇
を
争
う
竹

田
法
印
の
咄
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
道
三
の
講
釈
の
咄
も

「昨
日
は
今
日
の
物

語
」
で
は
無
名
の
医
師
の
咄
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
道
三
咄
は
咄
本
等
に
散

見
す
る
が
、
ど
れ
と
し
て
確
立
し
た
も
の
が
な
い
。
例
え
ば
、
信
長
が
天
下
を

と
っ
た
祝
い
に
紹
巴
が
二
本
の
扇
を
献
上
し
た
咄

（甫
庵
本

『信
長
記
」
三
）

が
、
「醒
睡
笑
』
巻
八
で
は
道
三
の
こ
と
と
記
さ
れ
る
な
ど
は
そ
の
錯
綜
性
の

顕
著
な
現
象
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
道
三
咄
が
持
て
囃
さ
れ
る
勢
い
に
乗
じ
、

あ
る
咄
は
道
三
に
仮
託
さ
れ
、
あ
る
咄
は
逆
に
道
三
の
名
を
外
し
て

一
箇
の
笑

話
と
し
て
独
立
す
る
と
い
っ
た
錯
綜
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
も
は

や
真
偽
を
問
わ
ず
に
道
三
咄
が
人
気
を
博
し
て
い
た
証
と
も
言
え
る
。
そ
の
盛

行
の
様
子
は
、
次
の
甫
庵
本

『信
長
記
』
巻
十
四
の
記
事
が
よ
く
伝
え
て
い
る
。

又
渋
屋
万
左
衛
門
尉
申
し
け
る
は
、
こ
の
比
洛
中
に
翠
竹
院
道
三
、
福
の
神

十
子
に
仮
名
実
名
な
ど
付
け
侍
り
し
か
ば
、
京
童
、
屏
風
畳
紙
な
ど
に
書
き

記
し
口
号
み
候
と
語
り
申
し
つ
る
に
、
其
は
い
か
や
う
な
る
事
ぞ
と
問
ひ
給

ひ
し
時
、
薔
太
郎
為
持
、
内
寝
二
郎
仲
吉
、
掛
酌
三
郎
末
安
な
ど
未
だ
語
り

も
果
て
ざ
る
に
、
信
長
公
御
気
色
変
り
居
丈
高
に
成
り
給
ひ
て
、
い
や
と
よ
。

其
は
工
商
等
に
は
福
神
な
ら
ん
が
武
家
の
為
に
は
貧
神
な
り
。
吾
が
党
の
福

神
は
、
知
人
大
郎
国
清
、
オ
ニ
郎
国
綱
、
剛
二
郎
勝
光
等
な
り
。

小
瀬
甫
庵
は
道
三
と
同
時
代
の
医
師
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
記
事
は
信
馬
性
が
高

い
。
道
三
の
名
付
け
た
薔
太
郎
と
い
う
語
は
悪
口
好
き
の
撃
し
い
京
童
の
嗜
好

に
適
い
、
扇
に
も
書
か
れ
貴
人
伺
候
の
場
で
も
語
ら
れ
た
と
言
う
。
道
三
の
人

韓
鐵

一颯

，̈攀

録
一一一は

違
誂

は
当
時
の
咄
の
場
を
席
倦
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

更
に
こ
の
道
三
咄
が
談
笑
さ
れ
た
場
を
考
え
た
い
。
先
述
し
た
様
に
道
三
自

身
が
御
伽
衆
で
あ
り
、
当
然
貴
人
伺
候
の
場
で
語
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

先
の

「信
長
記
』
や
、
「信
長
記
」
の
異
文
を
伝
え
る
武
辺
咄
を
書
き
留
め
た

『白
石
秘
書
」
に
も
、
道
三
咄
が
記
さ
れ
る
。
又
、
当
時
の
社
交
場
を
記
す

範

響

勒

葬

≫

魏

唾

４

群

撰
夷
曲
集
」
に
も
道
三
の
狂
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
曲
直
瀬
の
診
断
書

『医
学

天
正
記
」
に
は
灰
屋
紹
由
、
飛
鳥
井
、
近
衛
、
金
春
な
ど
の
文
化
人
の
名
が
散

見
し
、
貴
人
や
文
化
人
、
流
行
の
狂
歌
を
興
じ
る
人
達
の
談
笑
の
場
で
道
三
咄

が
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
都
の
錦
が

「
昔
よ
り
今
に
至
り

て
見
ざ
め
せ
ず
し
て
面
白
き
物
」
翁
元
禄
太
平
記
』
巻
六
）
と
評
し
た

『為
愚

痴
物
語
」
（寛
文
二
年
）
巻
三
に
利
口
咄
の
野
間
藤
六
と
道
三
と
の
逸
話
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
道
三
咄
の
流
行
の
程
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
道
三
咄
の
流
行
、
及
び
そ
の
語
ら
れ
る
場
を
考
慮
す
れ
ば
、
竹
斎
を
道

三
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
看
取
で
き
た
読
者
は
、
独
り
医
人
の
み
で
は
な
く
、
当

時
の
仮
名
草
子
の
読
者

一
般
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
中
に
は
実
際
に
治
療
を

受
け
、
身
を
も
っ
て
曲
直
瀬
流
を
知
る
人
物
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

道
三
咄
の
盛
行
に
乗
じ
て

「竹
斎
』
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以

下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。



叙
上
の
如
く
、
曲
直
瀬
の
パ
ロ
デ
ィ
を
演
じ
る
薮
医
と
し
て
竹
斎
を
描
い
た

と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
命
名
、
設
定
年
代
、
東
下
り
の
一

連
の
描
き
方
、
薮
治
療
等
に
共
通
の
発
想
に
よ
る
滑
稽
味
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
作
者
そ
の
人
を
宛
て
て
も
よ
い
が
、
そ
う
と
は
考
え

ず
に
曲
直
瀬
流
を
修
学
し
た
庸
医

一
般
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
考
え
た
い
。
当
時
、

曲
直
瀬
流
を
標
傍
す
る
庸
医
は
身
辺
に
幾
人
も
い
た
わ
け
で
あ
り
、
彼
ら
の
中

に
は
竹
斎
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
曲
直
瀬
流
治
療
の
生
合
点
に
よ
っ
て
失

笑
を
買
っ
た
薮
医
が
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
竹
斎
は
か
か
る
薮
医
を
モ
デ
ル

と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「竹
斎
』
の
後
半
は
個
々
の
薮
治
療
の
羅
列
で
あ

り
、
い
わ
ば
竹
斎
の
名
の
も
と
に
統

一
さ
れ
た
笑
話
集
の
趣
が
あ
る
。
既
に
中

村
幸
彦
氏
は

「竹
斎
伝
説
な
る
も
の
が
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、

婢

導

ゞ

牌

祝

臨

押

狩

酔

”
膊

』
畔
赫
鮮

辞

就

て
お
り
、
し
か
も
竹
斎
の
名
が
初
代
道
三
の
斎
名
を
か
す
め
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

氏
の
言
わ
れ
る
竹
斎
伝
説
の
母
胎
と
な
っ
た
も
の
は
、
現
実
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
耳
に
し
そ
う
な
曲
直
瀬
流
を
標
傍
す
る
庸
医
達
の
失
敗
談
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

古
今
を
問
わ
ず
、
薮
医
師
の
咄
は
滑
稽
味
を
生
み
出
し
易
い
。
道
三
咄
が
い

く
ら
流
行
し
よ
う
と
も
、
名
医
の
道
三
の
咄
で
は
滑
稽
味
に
限
界
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
そ
の
道
三
咄
の
変
型
と
し
て
、
道
三
の
門
下
の
落
第
者
の
咄
と
し
て
生

ま
れ
た
の
が
竹
斎
の
原
型
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
談
笑
の
場
で
道
三
の
咄
が
盛
ん

に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
興
味
が
道
三
の
弟
子
、
と
り
わ

け
曲
直
瀬
流
を
標
傍
す
る
の
み
の
庸
医
の
咄
に
及
ぶ
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
ろ

う
。
そ
う
い
っ
た
咄
を
、
流
行
に
敏
く
、
又
曲
直
瀬
家
に
通
じ
る
道
冶
が
、
謡
、

狂
言
、
既
成
の
笑
話
、
は
や
り
の
狂
歌
や
書
簡
体
、
「伊
勢
物
語
」
等
の
諸
文

芸
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
初
代
道
三
の
斎
名
を
か
す
め
た

一
人
の
主
人
公
で
統

一
し
、
二
代
目
の
道
三
の
慶
長
の
東
下
り
を
骨
子
に

一
篇
に
ま
と
め
た
の
が
古

活
字
版

『
竹
斎
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
諸
文
芸
を
巧
み
に
利
用
し
た
点
に
作
者
の

功
を
み
た
い
と
思
う
。
直
裁
に
下
巻
の
薮
治
療
か
ら
筆
を
進
め
れ
ば
、
「
竹
斎
』

は
余
り
に
も
無
風
流
な
笑
話
集
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
曲
直
瀬

の
事
蹟
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
都
の
文
雅
や
華
奢
を
描
き
、
薮
治
療
の
前
後
を
風

変
わ
り
な
道
行
文
で
飾
り
、
処
々
に
狂
歌
を
配
し
、
更
に
諸
文
芸
を
利
用
し
て

文
辞
を
凝
ら
し
て
、
「
竹
斎
」
を
単
な
る
庸
医
の
笑
話
集
か
ら
、
幽
か
な
雅
趣

を
漂
わ
せ
る
物
語
に
仕
立
て
た
所
に
作
者
の
筆
の
冴
え
が
感
じ
ら
れ
る
。

曲
直
瀬
を
知
り
、
道
三
咄
に
興
じ
て
い
た
人
達
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
滑
稽
で
気
の
利
い
た
作
品
は
な
く
、
次
か
ら
次

へ
と
続
編
を
望
む
歓
声
が
あ

が
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
得
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
整
版
本
や

『
竹
斎
狂

歌
物
語
」
等
の
後
続
作
が
道
冶
の
手
を
離
れ
て
さ
え
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
尚
、
整
版
本
と
古
活
字
本
で
は
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
古
活
字
本
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
整
版
本
以
後
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

注（１
）
野
間
光
辰
氏

「御
伽
草
子
、
仮
名
草
子
」
解
説

（角
川
、
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
２６
）

（２
）
前
田
金
五
郎
氏

「竹
斎
物
語
集
」
解
説

（近
世
文
藝
資
料
ｎ
）

（３
）
桑
田
忠
親
氏

「大
名
と
御
伽
衆
」

（４
）
こ
の
こ
と
は
既
に
花
田
富
士
夫
氏
が
次
の
様
に
述
べ
て
お
ら
れ
る

（「大
妻
女
子
大
学
紀

要
」
２３
号
）。

「作
者
富
山
道
冶
は
曲
直
瀬
玄
朔

（道
三
）
に
学
び
、
「竹
斎
」
の
書
名
も
道
三
の
号

「雖

知、
苦、
斎、
」
に
発
し
た
と
思
わ
れ
る
。」

し
か
し
、
氏
は
雖
知
音
斎
を
初
代
で
は
な
く
二
代
目
の
斎
名
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「知

音
」
か
ら

「竹
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
。



（
５
）
１
に
同
じ
。

（
６
）
慶
長
元
年
。
秀
次
坐
坂
虐
自
裁
。
故
秀
吉
令
玄
朔
等
両
三
輩
就
佐
竹
義
宣
。
調
居
子
常
州
。

■
曲
直
瀬
家
諾
じ

（
７
）
『連
歌
合
集
」
（国
会
図
書
館
蔵
）

（
８
）
１
に
同
じ

（
９
）
鈴
木
棠
三
氏

「
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
」

（
１０
）
小
高
敏
郎
氏

「近
世
初
期
文
壇
の
研
究
」

（
ｎ
）
日
本
古
典
文
学
全
集

「
仮
名
草
子
集
　
浮
世
草
子
集
」
解
説

付
記
、
曲
直
瀬
の
資
料
に
つ
い
て
武
田
薬
品
工
業
、
武
田
科
学
振
興
財
団
に
便

宜
を
計
っ
て
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
深
く
感
謝
の
辞
を
申
し
あ
げ
た
い
。

―

大
阪
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
―


